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１．はじめに  

 本技術は、近年求められている生物多様性の向上を都市外構植栽において貢献するということを目的としている.

自然界に安定的に存在する「群集」という考え方をベースに開発した、草本の組合わせ技術およびマット化技術の

概要と、その優位性について報告するものである． 

 

２．背景  

 近年、生物多様性保全という世界的な流れを受け、我が国の都市外

構緑地においても「より自然な緑環境」を求められるケースが増加し

ている.しかし、外構緑地における大きな要素である草本については、

①植物の組合せについて確立した設計手法がない、②流通している種

が限定的であるため多様な種構成の草地を施工できない、③種数を確

保するためには種子採取と育成が必要だが、野草の育成ノウハウ自体

が確立していない、④草本を導入する場合、ポット苗による植栽は初

期景観が悪く雑草が進入しやすい、等の課題があるため、生物多様性

を確保する緑地を形成することが困難であるという現状がある. 

 

３．研究の概要  

 本研究は以下２つの技術により成る. 

（1） 多様な草本の組合せ技術 

導入する場所によって適する植物は異なる.緯度経度は元よ

り、日照や土壌、風環境等の影響を受けるため、計画場所の

条件によって安定する植物の組合せは変わる.環境により決

定される植物の組合せ（群集）を整理した植物社会学に基づ

き、種の選定および組合せを決定することとした（図 1参照）.

関東近郊に成立しうる１０群集をリストアップし、群集ごと

の種構成をデータベース化した（図 2 参照）. 
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写真 1 近年の都市外構緑地例 

図 1 群集イメージ 

図 2 群集構成種データベース（抜粋） 
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（2） 植物のマット化技術 

流通している種は園芸種が多く、（1）の群集を構成する種

が少ないことから、種の確保は山林からの種子採取を基本

とする.採取した種子は発芽・育成後にマット化を図る.植

物の健全な生長には根の伸長が不可欠だが、従来の育苗ト

レーは底部が平滑であるため水が抜けず根腐れを起こすと

いう課題があった。そこで、本研究では凹凸型育苗トレー

を開発し、この課題を解消した.凹部によって適切な排水を

促すとともに、凸部では土壌へ空気を供給するもので、植

物の根の健全な生長に寄与することが確認された. 

 

４．研究の成果  

 完成した群集マットの一部を以下に示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メリットを以下に記す. 

① 安定性の向上 

自然界に安定的に成立する植物の組合せ（群集）であるため、枯れにくく群集以外の植物（外来種等）の侵

入を抑制することが出来る. 

② 美観性の向上 

ポット植栽と異なり、竣工時から面を被覆する（裸地が見えない）ことが出来るため、都市外構緑地で重要

な要素である初期美観性に優れる. 

③ 生物多様性の向上 

多様な植物による組合せであるだけでなく、地域性在来種であるため、地域における生物多様性向上に貢献

することが出来る. 

④ 施工性の向上 

はじめから多種を組合わせたマットであるため、ポット植栽と比較して施工性に優れる. 

  

５．おわりに  

 本技術は、都市に自然を再生し、人と自然との関係を再構築するために開発したものである.今後は、より多くの

プロジェクトにこの技術を導入することにより都市環境の改善に貢献していきたいと考えている.同時に、技術の抱

える課題（育成期間、コスト）の改善に取組み、本技術の展開を図っていく予定である.  
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写真 3 群集マット（ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ-ｽﾀﾞｼﾞｲ） 

写真 2 凹凸型育苗トレー 

写真 4 群集マット（ｲｿｷﾞｸ-ﾊﾁｼﾞｮｳｽｽｷ） 写真 5 植栽後の根の状況 
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